
環境に配慮した製品づくり�

ムラタでは、製品の持つ環境負荷を削減するために、製品に含有する規制物質の削減、小型化、省電力、梱包材の改善、グリーン

調達などに積極的に取り組んでいます。�

　ムラタでは、製品の環境負荷を削減する取り組みを推進し

てきました。またライフサイクルアセスメント（LCA）を取り

入れ、製品設計の段階に配慮すべきポイントを明確にして環

境負荷を削減する取り組みを進めてきました。�

　2001年度には「製品」という単位でこれらの活動を統合

して、環境負荷を評価・改善するための「製品アセスメント」

の準備を完了し、2002年度から運用を開始する予定です。

なお、製品アセスメントの一部である規制物質に関する取り

組みは1996年4月から実施しています。�

�

環境保全活動�

製品における環境保全の取り組み�

ＬＣＡの活用�

　ＬＣＡは資源採掘から製造・販売・使用・廃棄に至るまでの製

品のライフサイクルにおいて、製品が環境におよぼす各種の

環境負荷や環境影響を定量的に評価する手法です。�

　ムラタでは、1995年にＬＣＡ部会を設置し、代表的な製品

についてＬＣＡデータの解析を行い、その結果をもとに、独自

のＬＣＡガイドラインを作成し、1999年から研究開発プロセ

スへ導入しています。�

　ＬＣＡで評価する項目には、ＣＯ2排出量、鉛含有量、主原材

料消費量などを取り上げ、また、製品そのものだけでなく、生

産設備もその対象としています。�

　LCAデータの解析により、製造に直接必要なエネルギーの

他に、空調などの間接的なエネルギーの消費も大きく、コジェ

ネレーションなどの省エネルギ－の取り組みも重要であるこ

とを再認識しました。�

　ムラタでは、有害物質（環境負荷化学物質）を可能な限り代

替物質に転換、もしくは削減するための技術開発に積極的に

取り組んでいます。�

�

製品に含まれる環境負荷化学物質の自主規制基準の設定�

　製品に含まれる環境負荷化学物質の削減を行うために、�

「製品に含まれる環境負荷化学物質の規制表」（以下、製品規

制表と記します）を1996年4月に作成しました。その後、

2001年2月に状況の変化を加味して改定を行いました。現

在、製品規制表では、32物質群を規制していますが、その中

で特定の物質に限定し、用途や含有部位も区分して、A禁止・

B自主禁止・C削減・D削減準備の4つのランクを設け、ランク

に沿った規制を実施しています。�

　また、この製品規制表の中には、包装材料に含まれる物質

についても規制しています。�

製品中の環境負荷化学物質の全廃・削減�

　ムラタの製品規制表に該当する物質のうち、全廃・削減で

きたものの事例を紹介します。�

�

カドミウム及びその化合物�

1996年度比2001年度末には0.2％まで削減できまし

た。現時点で残っているのはエッセンシャルユース（特殊

用途向け仕様）に限られ、使用量としては月間で約28グラ

ムと少量です。�

ポリ臭化ビフェニルオキサイド（PBBO）�

樹脂の難燃剤として使用していましたがこの規制表を作成

する前の1989年から削減の取り組みを開始し、現在は使

用しておりません。�

�

ポリ塩化ビニル（PVC）製包装材料�

1994年9月に全廃しました。�

さらに、米国・欧州には、包装材に含まれる重金属（鉛、カド

ミウム、水銀、六価クロム）の総含有量を100ppm以下と

する規制がありますが、1997年1月から、この法律が施行

されていない地域も含めて、すべての包装材料について基

準を満足する材料を使用しています。�

�

　既存製品は、製品規制表に沿って環境負荷化学物質の削減

活動を行い、新規開発製品は、製品設計時に製品規制表への

適合性が確認されるシステムを設け、環境負荷化学物質のよ

り少ない製品を得意先に提供するよう努めています。�

　とくに、鉛削減活動は、プロジェクトを組織し積極的に全廃・

削減に取り組んでいます。�

製品アセスメントの導入�

　製品アセスメントは、製品が環境に与える影響を設計段階

で評価する手法です。�

　ムラタでは、製品アセスメントの一部として位置づける製

品・製造工程中の規制物質の禁止・削減の運用を1996年4

月から実施しています。�

　とくに、鉛フリー化は重要なテーマとして専門のプロジェク

トによる活動を展開してきました。�

　2001年度には、上述のLCA部会を母体として新たに製品

アセスメント部会を設置し、これまで個別に実施していたさま

ざまな活動を統合して製品アセスメントガイドラインを策定し

ました。�

　これにより、アセスメントの項目を、製品本体、生産工程、包

装に大別して、それぞれで3Ｒ（リデュース、リユース、リサイク

ル）を目指しています。また、製品アセスメントの運用は、新製

品開発の各段階で実施する仕組みとしました。アセスメントの

基準を設け、基準を下回らないように設計段階からフィードバ

ックをかけられるシステムになっています。今後、製品アセス

メントを通じて、環境に適した製品開発を推進していきます。�

�

製品中の環境負荷化学物質対策�

製品アセスメントの項目�

製品アセスメントの項目�

分類�
�
�
製品本体�
�
�
�
�
生産工程�
�
�

包装�
�

項目�
規制物質削減�
主原料削減�
小型化�
省電力化�
グリーン調達�
規制物質削減�
エネルギー削減�
CO2削減�
廃棄物削減�
グリーン調達�
規制物質削減�
リデュース・リユース・リサイクルの推進�
�

製品に含まれる環境負荷化学物質の自主規制表の32物質群�

アスベスト�
アンチモン及びその化合物�
エチレングリコールエーテル及びそのアセテート類�
カドミウム及びその化合物�
キシレン�
金属カルボニル�
クロム及びその化合物�
コバルト及びその化合物�
シアン化合物�
水銀及びその化合物�
セレン及びその化合物�
ダイオキシン・フラン類�
タリウム及びその化合物�
テルル及びその化合物�
トルエン�
鉛及びその化合物�

ニッケル及びその化合物�
ヒ素及びその化合物�
ベリリウム及びその化合物�
ベンゼン�
ペンタク口口フェノール（PCP)�
ポリ塩化ターフェニル類(PCTs)�
ポリ塩化ビ二ル（PVC)及びその混合物�
ポリ塩化ビフェニル類(PCBs)�
ポリ臭化ビフェニルオキサイド類(PBBOs)�
ポリ臭化ビフェニル類(PBBs)�
ホルムアルデヒト�
有機スズ化合物�
有機燐化合物�
ハロゲン化合物�
包装材料の発泡ポリスチロール�
包装材料の重金属（Cd、Cr6+、Hg、Pb）�
�

製品規制表の一部�

化学物質名＼ランク�
カドミウム及び�
その化合物�

水銀及び�
その化合物�

ポリ塩化ビニル
(PVC)及び�
その混合物�
�

A�
<樹脂材料>�
�

B�
<樹脂材料以外のすべて>�
�
水銀及びその化合物�
�
<製品出荷時に使用する
包装材料>�
安定剤としてCdを含む
PVC及びその混合物�
�

C�
�
�
�
�
安定剤として
Pbを含む
PVC及びそ
の混合物�

D�
�
�
�
�
Cd,Pb以外の
安定剤を含む
PVC及び�
その混合物�

LCAデータシート例（インベントリデータ）�

調査�

研究段階�

開発段階�

実用化段階�

量産試作段階�

量産�

ランクごとの規制内容�
　　A：禁止…含有を禁止する。�
　　B：自主禁止…一定期間後に含有を禁止する。�
　　C：削減…期限を決め、含有量を削減または全廃する。�
　　D：削減準備…調査及び削減の準備をする。�

�

分類�

インプット�

�

�

�

�

�

�

 �

 �

�

アウトプット�

�

�

�

項目�

エネルギー消費�

 �

�

 �

主要原材料消費�

 �

�

Ｐｂ含有原材料消費�

 �

�

大気排出物�

 �

 

�

�

�

 電気�

�

 ガス�

�

材料A�

材料B�

�

はんだ�

その他�

�

 ＣＯ2(直接)�

 ＣＯ2(間接)

�

単位�

�

kW･h�

kJ�

kJ�

�

g�

g�

�

g�

g�

�

g�

g

工  程�

カ ット �

 �

0.13�

460�

0�

 �

99.26�

0�

 �

0�

0�

 �

0�

21 

�

穴 あ け �

 �

12.32�

4434�

0�

 �

0�

0�

 �

0�

0�

 �

0�

2,033

�

測 定 �

 �

5.08�

18300�

0�

 �

0�

0�

 �

0�

0�

 �

0�

838 

�

合 計 �

�

76.09�

234900�

0�

�

99.26�

70.43�

�

58.60�

0�

�

0�

12550
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アセスメント1

アセスメント3

アセスメント2

カドミウム削減の経過 （96年度の使用量を100とした場合の比較）�
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